
教科名【探究の時間】

児童の実態

視点１
上二小授業スタンダード

の徹底

視点２
読み解く力の育成

視点３
「探究の時間」またはそ
の他の教科との連携

・資料や写真、グラフ等
を活用しながら、児童が
主体的に「めあて」や
「課題」を設定できるよ
うにする。
・児童が気付いたことや
考えたことを常時掲示し
たり、共有化したりする
ことによって、常時「問
い」を意識しながら学習
することができるように
する。

・「調べる」過程で、図
書資料やPCの文章を正確
に理解できるように、ペ
アやグループで調べたこ
とを交流したり、確認し
たりする場面を設定す
る。
・個人の進捗状況を全体
で把握できるように、掲
示物やデータ等で共有す
る。

・教科の特性上、あらゆ
る場面で各教科等と意図
的に連携させることがで
きるように、単元計画を
構想する段階で、どのよ
うに連携させることがで
きるかを考え、授業時に
実践する。

その他
授業改善に向
けて

授業革新推進
に向けての具
体的な方策

・ICTを児童が活用できるように、「調べ方」・「まとめ方」・「発表の仕方」
等の学習方法を、計画的に指導する。
・苦手な児童が孤立化しないように、チームや全体で進捗状況を把握しながら
学習を進める。

・学習課題に対して、自分自身でテーマや「問い」を決定することができな
い。
・「探究」していく過程で、調べたことから解決しなかったこと、疑問に感じ
たことを次時や次のサイクルに追究せずに、そのままにしていくことが多い。
・模造紙やPC等を活用して、プレゼンテーションや発表の準備を主体的に行う
ことができる。一方で、「効果的」に「要点をまとめて」発表することが苦手
である。
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